
シ
ケ
l
シ
シ

北
総
籾
時
の
下
知
紋
に
能
車
問
庄
内
軍
友
村
と
あ
る
。

こ
の
品
名
は
今
存
せ
ぬ
。

シ
ヂ
ノ
プ

重

信

加

賀
の
万
工
。
霞
信
と
切
り
、

山
町
島
系
に
邸
す
る
。
邸
氷
後
。

ジ
ゲ
ン
イ
ン

慈
眼
院
大
山
師
寺
務
宅
第
二
代
前

削
刺
明
夫
人
本
多
氏
の
法
制
抗
。
詳
し
〈
は
諮
限
院
内
即

智
妙
制
大
都
定
尼
。

シ
コ

芝
湖

4
Y
パ
ヤ
マ
ガ
タ
柴
山相
向。

シ

コ

紫

狐

大
器
寺
の
例
入
。
所
開
を
市
陰
舎

と
い
う
た
。
明
和
四
年
山
陰
・山
陰
に
行
脚
し
て
、

『
老
足
の
拾
ひ
わ
ら
じ
』
の
稿
を
残
し
た
。

シ

コ

ウ

子
皐
』
カ
メ
ヤ
Y

コ
ウ
勉
屋
子
訟
。

シ
コ
ウ
四
務
自
山
宮
前
川
臨
都
中
限
録
正
長
二

年
三
且
十
二
日
の
僚
に
四
都
鱗
然
の
限
が
あ
る
。
白

山
寺
に
三
十
都
・
舵
山
間
部
門
又
は
荊
俄
糊
製
部
〉
・輿
陵

部
・
大
抑
制
酬
の
あ
っ
た
こ
と
が
、
同
冊
目
及
び
三
宮
古

犯
に
蹴
せ
ら
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
そ
れ
を
指
し
た
の
で

あ
ら
う
。

シ
コ
ウ
四
誘
能
接
部
に
あ
っ
た
認
宗
の
部
名
。

文
明
十
入
年
正
且
恕
如
の
消
息
に
、
『
そ
も
/
¥
能

美
の
郡
同
行
中
、
例
法
に
つ
い
て
四
献
と
い
ふ
こ
と

そ
は
じ
め
て
、
治
統
法
畿
の
是
非
邪

E
を
融
制
践
す
べ

き
興
行
こ
れ
あ
る
よ
し
き
こ
え
候
。
』
と
見
え
、
都
内

四
簡
の
諦
衆
を
惣
括
し
た
名
抑
制
と
思
は
れ
る。

ジ
コ
ウ
イ
ン
世
間
光
院

l
ハ
セ
ジ

長
谷
寺
。

慈
光
院

』
〆
イ
シ

ョ
ウ
ジ

ジ
コ
ウ
イ
ン

誤
寺
(
寺
院
)
。

ジ
コ
ウ
ソ
モ
ン
字
同
組
支

白
洞
宗
の
信
。
初

め
問
路
道
見
に
師
附
附
し
て
終
に
総
持
寺
に
出
帆
し
、

後
口
市
間
寺
に
泌
り
、
永
正
五
年
間
四
師
寺
を
司
旬
、
決

い
で
又
泉
間
寺
に
闘
っ
た
。
市
政
飽
寺
は
加
賀
に
在
っ

た
と
い
ふ
が
、
今
は
存
せ
ぬ
。

ジ
ゴ
ウ
生
イ
テ
ン
寺
競
謹
緯

住
持
の
慣
が
重

非
に
よ
っ
て
磁
刑
せ
ら
れ
た
時
に
は
、
同
時
に
寺
院

一

シ
ザ
イ
市
宰

明
治
二
年
三
月
サ
六
日
金
持
に

を
脱
却
し
寺
鋭
を
退
仰
せ
し
め
た
こ
と
が
あ
る
o
町

一
市
政
局
を
む
き
、
市
山
半
を
し
て
之
に
長
た
ら
し
め

文
京
年
金
梯

W
洞
宗
長
祭
寺
の
住
持
が
破
戒
に
よ
り

「
た
。
市
政
局
は
も
と
の
町
曾
腕
で
あ
白
、
市
誌
は
も

て
遁
放
せ
ら
れ
た
時
、
延
資
二
年
金
部
麟
祥
寺
の
佐

一
と
の
町
奉
行
で
あ
る
。

持
が
抗
謎
々
入
札
官
滞
在
せ
し
め
て
抽
出
放
せ
ら
れ
た
時

一

シ
サ
イ
ザ
ツ
チ
ヨ
止
腐
雑
箸
一
加
。
奥
村
策

専
は
、
皆
そ
れ
で
あ
っ
た
。

一
伐
の
詣
で
、
文
政
十
年
叙
問
御
砲
の
鈴
江
戸
に
赴
い

シ
ゴ
カ
h
y

詩
語
格

二
加
。
同
東
和
肢
が
加
賀

一
た
遣
の
記
『
花
筏
』
、
同
年
の
蹴
到
に
闘
す
る

『
総
白

山部
に
仕

へ
た
時
、
古
総
額
又
は
持
を
抄
録
し
て
、
務

一
考
附
』
、
同
年
の
え
脅
と
ゑ
脅
を
設
い
た
『
士
山
娃
郷
』

侠
の
座
右
に
呈
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
そ
絡
め
た
，も
の
で
あ
る
。

ジ
ゴ
ク
ジ
マ
地
獄
島
凶
荒
術
創
地
の
郎
総
か

一

シ
サ
ツ
ノ
オ
サ
ダ
メ
ガ
キ
回
鋤
御
定
書
四
加。

ら
商
南
の
磯
に
近
い
お
。

一
一
名
お
用
法
院
態
。
魚
胞
・明川町
・政
治
・質
文
・延
貸

ジ
ゴ
合
ダ
Z

地
獄
谷
白
山
に
あ
る
綴
谷
。
大

一
巾
の
加
賀
滞
の
諸
法
令
を
集
録
し
た
・も
の
で
、
倉
敷

汝
院
の
北
に
治
る
巾
，
川
の
上
前
世
い
ふ
。
ま
た
別

一
に
よ
り
附
に
凶
加
御
定
都
と
い
う
て
ゐ
る
。

山
の
東
北
で
、
飛
酬
酬
の
大
白
川
の
上
流
な
ろ
滋
谷
も

一

シ
ザ
ン
ソ
ウ
コ
ウ
芝
山
州
稿

一
加
。
東
方
芝

同
じ
名
で
呼
ば
れ
る
。

一
山
者
。
泌
永
凶
年
の
秋
梁
川
忠
般
に
批
正
を
前
闘
う
た

ジ
ゴ
ヲ
パ
シ
地
獄
橋

金
棚
伸
被
者
寺
門
前
に
在

一
時
前
で
、
双
総
一
菌
、
七
割世
十
三
首
、
七
仰
十

一
首
・

る
o

一
一蹴に
、
此
の
慌
の
名
は
樹
木
怖
で
あ
る
と
も

一
七
言
古
指
凶
首
者
牧
め
、
思
能
の
静
一
附
及
び
出
現
怨
が

い
ふ
O

辰
巳
用
水
の
務
し
水
に
架
け
た
小
舗
で
あ
る

一
目附
さ
れ
て
民
る
o
ま
た
容
尼
に
前
者
と
側
係
の
な
い

が
、
樹
木
儲
と
の
設
は
信
じ
縫
い
。

一
も
の
で
あ
る
が
、
託
証
元
年
遊
山
崎
郡
の
叫叫
が
あ
る
文

ジ
ゴ
ヲ
パ
シ
地
獄
橋

金
裸
儒
挺
記
に
、『
地
獄

一
説
二
編
が
綴
ら
れ
て
民
る
。

稿
、
御
坊
町
下
也
』
と
あ
る
。
附
込
の
躯
繁
慌
に
封

一

シ
シ
イ
ハ

獅
子
岩

石
川
淵
坂
尻
に
在
る
。
加

す
る
名
棋
で
あ
ら
う
が
、
今
の
筑
波
町
に
さ
う
し
た

一
越
能
山
田
跡
絡
に
、『
品
円
谷
簡
の
内
の
道
の
か
た
は
ら
、

僚
は
な
い
。

一
山
に
際
て
一
つ
の
岩
有
。
是
は
む
か
し
、
こ
の
間
山
手

ジ
ゴ
タ
バ
ン
地
獄
番

町
出
綱
紀
は
能
祭
を
前

一
取
川
椛
れ
し
時
、
控
L
舟
の
綱
を
取
付
し
岩
也
。
』
と

ぜ
し
め
る
毎
に
、
そ
の
各
部
門
の
技
に
倒
し
て
批
評

一
相
応
す
る
。
手
取
川
が
泉
し
て
此
の
所
を
流
れ
た
か
否

を
加

へ
る
こ
と
臨
憎
め
て
般
烈
で
あ
っ
た
か
ら
、
前
設

一
か
は
別
問
凶
と
し
て
、
そ
れ
が
同
地
水
絡
を
時
四
じ
た
こ

者
は
糊
を
掲
〈

L
て
技
況
を
探
知
し
た
が
、
向
そ
の

一
と
荷
物
的
る
里
人
の

m
h草
と
見
て
い
L
O

同両
足
を
買
ふ
こ
と
を
得
ず
、
迭
に
御
前
前
奏
に
宿
る

一

シ
シ
イ
ハ

獅
子
山首

珠
洲
郡
寺
家
小
字
問
油
の

も
の
を
指
し
て
地
獄
番
と
抑
制
し
た
。
号
ち
大
泊
と
い
ふ
腕
に
在
っ
た
。
能
奄
名
跡
志
に
、

『
此
磁
に
節
子
岩
と
て
在
h
。
大
獅
子
・小
獅
子
と
て
、

低
獅
子
を
誠
に
曲
目
け
る
ご
と

L
。
是
は
往
古
三
崎
権

現
獅
子
に
采
り
で
あ
ま
〈
だ
り
給
ふ
獅
子
の
岩
と
化

し
た
る
と
い
へ
り
。
』
と
見
え
る
。
こ
の
岩
は
文
化
十

大

シ
コ
ノ
主
主
テ
之
許
能
美
多
忌

一
加。

一
白

糾
んて
干
減
録
。
狩
谷
隆
友
の
若
で
、
ぷ
永
六
年
九
且

十
五
日
の
自
序
が
あ
り
、
外品
聞
の
迫
る
に
つ
い
て
防

備
の
手
段
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。

一一一六ニ

一
年
波
磁
の
お
に
山
間
剛
出
し
て
今
無
い
。

シ
シ
ガ
ハ
ナ

獅
子
タ
端

能
架
部
庄
市
旭
寺
内
部

訴
か
ら
西
南
大

O
O米
を
顕
て
た
所
、
掛
川
に
突
出

し
た
岩
石
を
い
ふ
。
綬
初
編
に
、

『獅
子
J
却
。
正
犯

寺
に
獅
子
聞
に
似
た
る
岩
あ
り
。
此
岩
は
音
併
問
出
文

字
を
杷
し
置
か
れ
た
り
と
て
、
県
文
手
今
は
消
え
て

見
え
ず
と
恩
人
云
併
ふ
。
』
と
あ
る
。
加
越
能
郡
跡
絡

に
獅
子
必
怖と
mu
い
て
あ
る
の
が
正
し
い
。

シ
ジ
コ
ウ
四
時
行

務
室
の
選
に
な
る
側
句
梨

で
、
文
化
八
年
に
初
白
、
文
政
武
年
ま
で
綴
釘
し
た

が
、
そ
の
受
年
梅
市
選
江
戸
に
下
っ
て
弘
化
=
一
年
ま
で

中
継
し
、
四
年
一
品
畑
出
し
た
。
こ
の
四
時
行
は
ぷ
永
五

年
の
秩
に
も
成
っ
て
禅
師
の
我
仰
が
序
を
相
官
い
て
ゐ

る
が
、
周
年
十
且
栴
室
四
日
し
、
そ
の
同
日
年
か
ら
は
限

引
淡
節
の
手
に
捗
っ
た
。

シ
シ
ザ
キ
獅
子
熔

血
島
郡
三
室
に
在
る
。
路

神
出
血
仰
の
般
車
問
が
獅
子
に
来
っ
て
』」
の
附
に
若
い
た
と

の
併
設
が
あ
る
。

シ
シ
ズ

鹿
頭

刑
制
咋
制
限
懸
郷
に
臨
す
る
部
町
問
。

シ
ジ
ツ
ケ
ン
ナ
ガ
ヤ
四
十
悶
長
屋

金
搾
城
内

=一
J

丸
射
手
異
風
稽
古
腕
の
航
、
奥
カ
容
所
の
後
の

長
屋
で
、
九
十
開
閉
山
屋
の
・守
し
ろ
に
在
っ
た
。

シ
シ
ド
マ
リ

麗
泊

刊
一
円
ド
珠
洲
榔
布
加
の
内

の
小
字
、
椎
泊
と
も
答
〈
。
能
者
名
跡
志
に
、『
縦
泊

と
い
う
て
、
さ
し
出
た
弔
問
問
開
の
地
に
て
、
紛
の
怒

り
捌
あ
り
。
』
と
起
す
る
。

シ
ジ
ノ
カ
ゼ
四
時
の
風

l
シ
ジ
ノ
ツ
キ
四

時
の
且
。

シ
ジ
ノ
ツ
キ
四
時
の
月

金
四
仰
の
制
人
事
大
編
。

文
化
八
年
辛
来
院
秋
石
讃
序
。
乾
容
を
四
時
の
且
と

閲
し
て
且
の
句
の
み
を
被
せ
、
坤
巻
の
四
時
の
風
と

共
に
一
部
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
京
勝
田
苔
助
板
。

シ
シ
ノ
ド
ゾ
ウ
獅
子
J

土一
時
金
禄
城
東
丸
に


